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《夢つくしの特徴》
☆ いもち病に弱いので、いもち病の

☆ 倒れやすい傾向にあるので、過剰
施肥にならないよう注意する。

☆ 穂発芽しにくい。
☆ 食味が良い。

《注意事項》

☆ 散布時期

必須①は、出穂前に散布願います。

必須②は、穂揃いから１０日後頃が

散布基準となります。

※ 開花期の農薬散布はミツバチへの

影響が懸念されるため、養蜂が

行われている地区では、散布時期、

時間帯に注意する！

農薬散布時はドリフトに注意する！
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常発地や野菜後等での栽培は避ける。
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